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○平成２７年度 再評価実施箇所 

河川事業 

 （１）河川総合開発事業「水無瀬生活貯水池」 

 

 

 

 

 



 

 

平成２７年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  河川課       
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度 

に 
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 事 業 名 河川総合開発事業（水無瀬生活貯水池） 

 事業目的 
洪水調節による水無瀬川沿川地域の洪水被害の軽減、利水容量を緊急時に

補給することによる可茂地区（２市４町）における異常渇水等の被害軽減。 

 採択基準 
一級河川の指定区間又は二級河川で河道改修によることが困難であり、洪水

調節と併せてかんがい、発電、上水道、工業用水等を必要とするもの。 

 概      要 

 (メニュー) 

・本体工（ダム本体、仮設備、管理設備等）  ・測量試験 

・用地及び補償（補償、補償工事） ・機械器具 
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目

》  
Ｂ

《  

・家屋資産 

床面積に家屋１㎡当たり評価額を乗じ家屋資産額を算定 

・家庭用品資産 

  世帯数に１世帯当たり家庭用品評価額を乗じ、家庭用品資産額を算定 

・事業所資産（償却・在庫資産） 

  産業分類ごとに、従業者数に１人当たり償却資産及び在庫資産評価額を乗じ、
事業所償却・在庫資産を算定 

・農漁家資産（償却・在庫資産） 

  農漁家世帯数に１戸当たりの償却資産評価額及び在庫資産評価額を乗じ、農
漁家償却資産額及び在庫資産額を算定 

・農作物資産（水田・畑） 

水田面積、畑面積に平年収量及び農作物価格を乗じ農作物資産額を算定 

・公共土木施設 

一般資産被害額に施設等に応じた比率を乗じ、公共土木施設等の被害額を算定 
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》  
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《  
の 

算 

定 

・事業費と維持管理費の合計 

・評価対象期間は整備期間＋５０年とする 

・現在価値化に用いる割引率は４％（Ｂ及びＣ共通） 

・維持管理項目は、毎年の維持管理費を現在価値化して積算 

・毎年の維持管理費は県内の管理ダム実績管理費用より算出 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）が１．０以上 

 



平成２７年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 河川課 〕 

 番   号 １ 
事 業 名 

(路線･河川名等)      

河川総合開発事業 

（水無瀬生活貯水池） 

事業実施  

箇    所 
加茂郡川辺町上川辺 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成１３年度 完了予定年度 平成２８年度 

再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

事業目的  

洪 水 調 節：ダム地点の計画高水流量30m3/sのうち、20m3/sの洪水調節を行うことで、水無瀬川沿

川地域の被害軽減を図る 

緊急水補給：利水容量700,000m3を確保し、緊急時に補給することで、可茂地区（２市４町）を異

常渇水等の被害から守る。 

事業概要  

 ダム形式：重力式コンクリートダム 

ダ ム 高：43.5m、堤頂長：140.0m、堤体積：53.5千m3 

貯水容量：1,080千m3、有効貯水容量：1,000千m3、湛水面積：0.10km2 

 総事業費：約60億円 

概 要 図  

   

     

 

 

●位置図 ●完成イメージ 

●計画概要図 



水無瀬生活貯水池 
事業再評価 

県土整備部河川課 

み      な     せ    せい  かつ   ちょ    すい    ち 

1 



１．河川事業の政策 

■岐阜県新五流域総合治水対策プラン【H26年3月改定】 
・５つの流域を対象に、次期短期（今後概ね10年程度）、中期（20～30年程度）、長期の目

標を設定し、段階的かつ計画的に河川整備などのハード対策と、河川情報提供などの
ソフト対策を進めている。 

 
  [ ５流域：長良川、揖斐川、木曽・飛騨川、土岐川、宮川（神通川） ] 

ソフト対策 

ハード対策 

総
合
的
な
治
水
対
策 

環境対策 
 

「清流の国ぎふ」づくり 

 

 ・自然と共生した川 

 づくりの推進 

・河川の水質浄化対策 

・魚道の機能回復 

・総合学習支援（環境） 

河川改修 

ダム・遊水地による洪水調節 

河川構造物の長寿命化・耐震対策 

流出の抑制 
 ・現在の森林保全 
 ・開発の抑制 
 ・貯留浸透施設の整備 等 

氾濫域の被害軽減 
 ・土地利用の誘導 
 ・耐水建築への誘導 等 

情報提供による被害軽減 
 ・浸水想定区域図、 
  ハザードマップの公表・周知 
 ・防災教育の推進 
 ・災害情報の充実 等 

2 



２．水無瀬生活貯水池の政策の位置付け 

■岐阜県新五流域総合治水対策プラン【H26年3月改定】 
（木曽・飛騨川流域） 
・水無瀬生活貯水池は、木曽・飛騨川流域のハード対策（施設整備）の一つとして、中期
目標にて完成させる位置付け。 
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３．水無瀬生活貯水池の位置 

水無瀬川： 

 木曽川水系飛騨川へ合流する一級河川 

 ・流域面積：2.45km2 

 ・集水面積：1.65km2 

水無瀬ダム 

岐阜市 

〇ダム建設位置 

 加茂郡川辺町上川辺 

 木曽川水系(飛騨川支川)水無瀬川 

かもぐん  かわべちょう かみかわべ 

みなせがわ 
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ダ     ム 貯  水  池 

型  式 重力式コンクリートダム 集水面積              1.65km2 

堤  高                  43.5m 湛水面積              0.10km2 

堤頂長                140.0ｍ 総貯水容量      1,080,000m3 

堤体積              53,500m3 

４．水無瀬生活貯水池の概要 
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＜事業の目的＞ 

• 洪水調節・ 計画高水流量調節 
   ダム地点：30m3/s  ⇒   10m3/s 

    【 20m3/sカット 】 

• 渇水時等緊急時の水道 
  用水の補給 

緊急時に「県営岐阜東部上水 
道用水（山之上浄水場）」に原 
水を補給する 

＜総事業費＞ 
   約６０億円 
    （うち治水分 約２１億円） 

＜事業年度＞ 
   平成１３～２８年度 

サーチャージ水位 EL. 165.5m 

常時満水位 EL. 161.0m 

最低水位 EL. 142.0m 

洪水調節容量    300 千m3 

利水容量       700 千m3 

（緊急時の水道用水補給） 

堆砂容量         80 千m3 

基礎地盤 EL. 126.0m 

有効貯水容量 
 1,000千m3 

総貯水容量 
 1,080 千m3 

43
.5

m
 

EL. 169.5m 

【水無瀬生活貯水池 容量配分図】 

５．事業の目的と事業費 

※ダム検証前であるため、従前の総事業費、事業年度としている 6 



平成11年9月 

流木で押しつぶされた橋梁 

抉り取られた農地 

昭和43年8月 

昭和43年、平成11年に洪水被害が発生。 

（主な被害） 

 ・床上浸水     32戸 

 ・床下浸水  110戸 

（主な被害） 

 ・床下浸水  4 戸 

６．過去の被災状況 
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・断水                  ：約  ６００戸 
・出水不良          ：約２,７００戸 
                 （約１,７００戸） 
・農作物、家畜等の被害 ：約  ２８億円 
・長良川が浅瀬になり、鵜飼の大型観覧船 
 の運航が停止 

・ポンプ車の出動 

・学校のプール使用停止 

・学校給食にて、汁物取りやめ、お茶代わり
に牛乳などの「節水メニュー」 

・児童公園の水道とトイレの使用禁止 

・病院への仮設送水管の設置 

・スーパーなどでミネラルウオーターやポリタ
ンクの品切れ続出  など 

岐阜県内被害額等 市民生活における影響の例 

枯渇した岩屋ダム（水資源機構提供） 水不足により下葉が枯れた稲 干ばつ害によりシワになった柿 

○平成6年度異常渇水時における岐阜県内の被害状況 

７．過去の渇水状況 

※ （    ）内 ： 可茂地区における被害（内数） 

○可茂地区における過去の主な節水実績 

・平成 ６年  節水日数：１５８日 （最大節水率[上水]：３５％） 
・平成 ７年  節水日数：２０７日 （最大節水率[上水]：２５％） 
・平成１３年  節水日数： ４０日 （最大節水率[上水]：２０％） 
・平成１７年  節水日数： ３３日 （最大節水率[上水]：２５％） 8 



洪水防御区域 

  面   積 ： 25ha 

  人   口 ： 約340人 

  主要施設 ： 住家、市町村道 

８．洪水調節効果 

事業前 事業後 

浸水戸数 

 105戸 

浸水戸数 

0戸 

洪水調節効果 

※浸水想定計算結果 
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異常渇水 

異常渇水により、可茂地区で100%断水となった状態においても、
約8日間にわたって供給が可能 

「緊急時の水道用水補給」容量として、水無瀬生活貯水池に
70万m3を確保 

９．緊急時の水道用水補給の効果 
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・ 浸水被害防止便益         効果全体の １００ ％ 

■事業の効果 

■投資的効果率（治水） 

総 便 益 

総 費 用 
＝ 1.3 

本事業により得られる効果と要する費用の分析 

 

前回再評価時（H22） 

B／C＝１．２ 

 

・ 治水経済調査マニュアル（案）（H17.4 国土交通省）に基づき算出 

10．費用対効果分析 

※治水便益についてのみ算出 

※今回の事業再評価は、従前の総事業費及び工期を用いて評価を行った

ものであり、ダム事業の検証に係る検討において、総事業費及び工期につ

いても点検を行った上で、改めて「継続または中止の方針」を判断する。 
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11．県内の建設ダムの状況、今後の方針 

・内ケ谷ダム（郡上市）      ： 平成２７年度ダム本体工事契約予定 
 【ダム高：84.2ｍ、堤頂長：270.0ｍ、貯水容量：11,500千ｍ3】 

・大島ダム  （高山市）      ： 調査段階（水文調査を実施中） 
 【ダム高：53.1ｍ、堤頂長：142.0ｍ、貯水容量：4,720千ｍ3】 

・水無瀬生活貯水池（川辺町）  ： 調査段階（水文調査を実施中） 
 【ダム高：43.5ｍ、堤頂長：140.0ｍ、貯水容量：1,080千ｍ3】 

■岐阜県の建設ダム 

■県内の建設ダムの今後の方針 

内ヶ谷ダム   

H28 H35 

H40 

ダム本体工事 

水無瀬生活貯水池 

H3４ 

内ケ谷ダム完成 
・供用開始 

工事着手 水無瀬ダム完成 
・供用開始 

 平成１６年１０月発生の台風により甚大な被害を受けた長良川沿川の治

水安全度の向上に寄与し、平成２７年度にダム本体工事契約予定である内

ケ谷ダムを優先して事業を進める。 

  12 



○平成13年4月：建設採択 

○平成13年度～：地質調査、環境調査、水文調査、 

            本体概略設計 

○平成27年度末進捗率 6.3％ 

 

 

12．水無瀬生活貯水池事業の進捗と今後の方針 

■水無瀬生活貯水池事業の今後の方針 

 ○水無瀬生活貯水池については、財政状況等を踏まえ、適切な時期に 

   ダム検証を行う。 

 ○引き続き、地質調査、環境調査、水文調査等を行っていく。 

＜事業の実施状況＞ 

 

13 



13．対応方針（案） 

 

■水無瀬生活貯水池の洪水調節効果は水無瀬川沿川の浸水
被害の防止に寄与する。 

 
■緊急時の水道用水の補給効果は、渇水時に県営岐阜東部上

水道用水に原水を補給することで、可茂地区の節水率の緩
和が可能となる。 

 

○現在の調査段階を継続 
 

○平成28年度以降も新たな段階に入らず、水文調査等を継続し 

   つつ、適切な時期にダム事業の検証に係る検討を行う。 
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